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特集
保存版！ 皮膚科で使う臨床スコア
責任編集：山上 淳（東京女子医科大学皮膚科学分野）
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肥満細胞が織りなす皮膚の「場」

肥満細胞ほど，皮膚科医にとって身近でありながら，その奥行きが十分に語られてこな
かった細胞も少ないのではないでしょうか．本特集を通読し，その感を新たにしました．山
本俊幸先生の総論が示すように，肥満細胞症は本邦では小児の皮膚限局型が大多数を占
め，成人発症はきわめて稀です．一方，近年の北欧レジストリ研究は，有病率が従来の想
定を大きく上回ることを示し，成人の皮膚病変の背後には高率に全身性肥満細胞症が潜
むことも明らかになりつつあります．「きわめて稀」という長年の前提が，検査法の進歩と
疾患認知の高まりによって書き換えられようとしている点は，皮膚科医にとって重要なメッ
セージです．
本特集の白眉は，PIEZO1，MRGPRX2，遺伝性αトリプターゼ血症など，刺激応答
性を支える分子基盤へと基礎研究の射程が広がっていること，さらに神経線維腫，乾癬，
Morbihan病，皮膚筋炎，強皮症，エリテマトーデスへと，肥満細胞が関わる疾患群に視
野が展開されていることにあります．ここで肥満細胞は，単なるアレルギー反応のエフェ
クターではなく，腫瘍微小環境を形づくり，線維化や血管新生を促し，神経ペプチドやⅠ型
インターフェロンと呼応しながら，組織の「場」を織りなす細胞として立ち現れます．
私自身，皮膚を免疫細胞が集い対話する場として捉え，アトピー性皮膚炎における神経

と免疫の連関を追ってきましたが，その回路の要所にも肥満細胞は静かに，しかし確かに
存在しています．MRGPRX2を介した神経ペプチド応答の記述を読み，その存在の大き
さを改めて実感しました．
本号には，病態や疫学，診断，治療に関する最新知見に加え，豊富な臨床写真，病理像，

ダーモスコピー所見とともに，典型例から非定型例まで多彩な症例が収められています．
日常診療で肥満細胞症に出会う機会の少ない皮膚科医にとっても，目の前の皮疹から診
断を組み立て，必要に応じて小児科，血液内科，アレルギー科へつなぐための格好の道
標となるでしょう．企画・執筆にあたられた山本俊幸先生をはじめ，諸先生方のご尽力に
深く敬意を表します． （椛島健治）
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